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　マドコオフスマとは、神話的には天孫降臨の際ニニギノミコト



















































































































































































































































































































































































































































































は再考の必要があろう。 『日本書紀』で 、あくまで成人 侭の状態で降臨す ニニギを包む がマドコオフスマであっ 、それを嬰児の象徴とはなし得ない点を先ず確認すべきでは いか。
　それでは、ニニギの纏うマドコオフスマを神話的にはどう解釈
したらよいのであろうか。降臨神話では、しばしば神が船に乗ることがある。国譲り条では、 『古事記』で建御雷神 副えられた天鳥船神は、神格化された建御雷神の降臨の乗り物とも解され、『日本書紀』では事代主神のもとへの使者稻背脛を運んだ熊野諸手船の亦名天鴿船も、水平方向に あ 神を乗せて空を飛んでいる。中でも最も著名なものは『日本書紀』巻第三、 『先代舊
〔　　〕29
事本紀』巻第三「天神本紀」に記載された、物部氏の祖ニギハヤヒの河内への降臨伝承である。及川智早は、 『萬葉集』には、 「天雲に 　磐舟浮かべ 　艫に舳に 　ま櫂しじ貫き 　い漕ぎつつ 　国見しせして 天降りまし 払ひ平げ」
（巻十九・四二五四）
の如く、




番号 箇所 用例 訓
１ 神代下第九段本文 眞床追衾 マドコオフスマ
２ 　同 同床 オナジキトコ
３ 　同　　　　一書第四 眞床覆衾 マドコオフスマ
４ 　同　　　　一書第六 眞床覆衾 マドコオフスマ
５ 神代下第十段一書第四 三床 ミツノユカ
６ 　同 邊床 ホトリノユカ
７ 　同 中床 ナカノユカ
８ 　同 内床 ウチノユカ
９ 　同 眞床覆衾 マドコオフスマ
10 　同 眞床覆衾 マドコオフスマ
11 綏靖即位前 大牀 オホトコ
12 神功皇后摂政５年３月 微叱許智之床 ミシコチノトコ
13 仁徳４年３月 床蓐 ミユカミマシキ
14 履中即位前 玉床 ミユカミマシキ
15 　同 床頭 ミユカノハシ
16 雄略14年４月 避床而 ミユカヲサリテ
17 継体元年正月 胡床 アグラ
18 　同　８年正月 臥床 トコニフシテ
19 欽明15年12月 胡床 アグラ
20 敏達14年３月 胡床 アグラ
21 舒明即位前 胡床 アグラ
22 皇極２年９月 床側 ミモトノカタハラ
23 孝徳白雉元年是歳 難波吉士胡床 ▲ナニハノキシアグラ
24 天智３年12月 床席 シキヰ
25 　同　10年10月 胡床 アグラ
26 天武元年６月 三宅連石床 ▲ミヤケノムラジイハトコ
























コオフスマは、 「衾」に覆われたある種 特殊な寝床と考え ことができそうである。そうした場合、 『古事記』に二例ある神意を聞くために天子の就く 神牀」が想起される。疫病の流行した折に、崇神天皇が就いて大物主大神のお告げを受け 祟りを鎮め、安康天皇 そこで昼寝した時の不 意な寝 語を、皇后の連れ子の目弱王に聞かれて命を落とすことになったのが「神牀」である。 『日本書紀』には「神牀」の用例は見られ い。眉輪王による安康天皇殺害の経緯の詳細は「神牀」を含めて記載されてい






段の海神宮訪問神話にもマドコオフスマが登場して 。この段では本文にはマドコオフスマは見られず、一書第四に み二箇所現れる。ここ マドコオフスマが登場することに関 も、折口信夫以来大嘗祭と関連付けた解
釈Ｕ
がなされてきた。折口は、一書











































































































とされている。従 、マナシカタマで海神国に至り、ワニ 背に乗って葦原中国へ戻るという大筋が、 宮訪問神話に対する共通理解として存したことが想定できる。此れに対して一書第四の場合は、往路に他では復路の乗り物 あ 筈の一尋鰐魚が現れる。しかもシホツチノヲヂが指し示した八尋鰐 鰐魚の策によって一尋鰐に替わるというワンクッションを置いた上で 他 所伝に共通して見られるシホツチノヲヂとの結びつきを逸脱して、ナシカタマのあるべき位置にそのワニ 割り込んでいる。復路では移動手段への言及がない点なども、混乱乃至は未整理の状態と見るべきであろう。神代紀上冒頭の第 二段の神代七代条 一書には、 原資料がそ ままの形で採られ はおらず、 明らかに 日本書紀』の編者によっ 統合化 手が加えられ い
るＺ
。当該段の









からむ日を以て、海邊 出 到着らむ」 豐玉姫、果して其の言の如く來至 」
（紀一書第一）
、 「天孫の胤を、豈海の中に産むべけ
むや。故、産まむ は、必ず君が處に就でむ。如し我が為に産屋を海邊に造りて」 、 「豐玉姫、自らに、大龜 馭りて、女弟玉依姫を將ゐて、海を光して 來到る」
（一書第三）
のように、他の所













離の言葉を発した後に、 「草及眞床覆衾」で生まれた兒を包んでいる。ここでも、マドコオフスマがどのような経緯で現れたのかが文脈上明確にされてはいないが、出産の場所、即ち他の所伝に「海濱」 と記される地上にあったのではなく、 トヨタマビメによって生まれた兒とともに海神国から齎されたも と考える が自然であろう。注目すべきは、そ を身に着けるのが、ウガヤフキアヘズの名は明記されないが、他ならぬ「天孫」 皇孫」 兒である点であろう。
　未整理・不整合を含んだ第十段第四の一書ではあるが、マドコ
オフスマは、 「天孫」 「皇孫」としてのホヲリからそ 兒へと引き継がれており、葦原中国と海神国との間 移動の直後に現れる点は何を意味するのであろうか 見てきた点を踏まえていま一度表３を見ると、マドコオフスマによって火折尊が海神宮に移動するのが、本来の形として浮かんでこよう。このような異伝を一書として『日本書紀』で取り上げる際に、他の所伝に共通するシホツチの教唆という一般的要素との整合性への配慮から、マドコオフスマの登場する場所は海神宮入り口の三床 最後の 内床 の上へ移されたのだと考える。更に、マナシカタマを、同じく人口に膾炙した復路 ワニ 要素に置き換えてシホツチ─ワニとい
う特異な結びつきを生じさせたのであろう。復路について言えば、同様に兒がマドコオフスマに包まれて葦原中国 戻る話柄を採っていたが、 の生まれた地を葦原中国の「海邊」とする一般的な所伝の影響、若しくは拘束によって、トヨタマビメが地上に赴いて兒を草とマドコオフスマで包むという形に改めたと思われる。この一書だけが兒の生まれた場所を曖昧にしている理由は、兒の誕生が本来は海神国であったためだと理解 れよう。かくして、海神宮訪問神話についても マドコオフスマによって天孫が異界へ移動すると う概念が存した可能性を、この一書から窺知ることができ のである。
五
　マドコオフスマは、天孫降臨神話に於いて天孫の他界への移動
手段として神話的に発想され、そ 概念は海神宮訪問神話にも適用されたものと考えられる。平安朝に入っ 大嘗祭は、神祇官よって祭儀としての体裁が整えられ、次第の中で用いる神饌や調度に神話の名称が与えられた。 れ 「天孫降臨 ・ 宮訪問神話由来説」である。室町期に一旦は途絶えた大嘗祭が、二百余年を経て近世に復興されるが、祭儀の次第を復元するには既に勃興していた国学が寄与し 国学者によ記・紀神話の解釈を参照しつつ、大嘗祭が再整備されてゆく流れの中で、大嘗宮正殿の神座がマドコオフスマと呼称されるに至った。こうして「真床覆衾説」は、鈴木重胤か 飯田武郷を経て折口信夫へと受け継がれたのである。
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　『日本書紀』のマドコオフスマは、大嘗祭とは無縁であって、
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